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一 作品における主人公の描 き方 一
三 留1修
(序)
ErnestH駑ingwayの文 学に関 して,敗 北 の文学,非 情 の文 学,1不安 ・絶望の文 学等,こ
れまでにいろいろいわれて きたが,こ こで砥Hemingwayの 作 晶の中に出て くる主人公 を通
してr闘 い」 について論 じてみたい と思 う。
PhilipYoungは,丁加OldManandtheSeaに ついて述べ ているどころで,
Althoughtheviewoflifeinthisnovelh稘alongevolution『fromthedays
oftotaldespair,itrepresentsnonethelessan騙traordinarychangeinitsauthor.
Areverenceforlife'sstruggle,andformankind,seemstohavedescendedon
Hemingwaylikethegiftofgrac鑰nthereligious.Theknowledgethatasimple
maniscapableofthedecency,dignity,andevenheroismthatsantiagopossesses,
andthathisbattlecanbeseeninheroicterms,isitself,technicalconsiderations
forthemomentaside,perhapsthegreatestvictorythatH駑ingwayhaswon.
Verylikelythisisthesortofthinghehadinmindwhenheremarkedtosomeone,
sh?tlyafterfinishingthebook,thathehadgot,finally,whathehadbeenworking
for'allofhislife.①(この小説の人生観は全くの絶望の時代から長い時を経て発展を遂げてきたも
のではあるが,この作家の並々ならぬ変化を表わしている。人生の闘L>を尊敬 し,人類を尊敬するとい う
考えは,ち ょうど宗教的な人たちに恩寵の賜物が下るように,ヘ ミングウェイの上に卞ったもののように
F
みえる。単純な人間が人間らしさ,尊厳,ま たサンチャゴのような崇高さをすら持ち得るという考え,そ
して人間の闘いを崇高だと見ることができるという考えは・技法上ρ考慮は別 として・・それだけでヘ ミン
グウェイがこれまでに克ち得た最高の勝利であろう。彼は,この本を書き上げた直後に,自分は一生涯求
めていたものを遂に得たと誰かに言った時,き っとこのことを考えていたに違U>ない。)
この ようにい ってい るが,古 今東西 において,人 間は,肉 体的に も,精 神的に も闘いの連 続
であ る。・Youl19のい う闘いについ てHemingwayは,彼 の作品 の中で どの ように描いてい
るか。Hemingwayの作 品の主人公 は初期の作 品か ら後期 の作品 にな るに したが って年令が上
ってい き,そ れぞれの主人公達はHemingway自 身 に非常 によ く似た人 物に描かれ てい る6'
ここにあげ る作品 も,作 晶 その もの を論 ず る場合 には,そ れぞれ長所,短 所 と思われ る点 も数
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々あるが,こ こでは作品論にまで進めることはせずに,初期,中 期,後 期と大体の分け方で,
主人公の生き方についてみていきたい。
t1)
Hemingwayの初 期の短篇小説 の中 に,NickAdamsと い う少年 を主人公に して書 かれた
作 品がい くつかあ る。Nickは 感覚が鋭 く,好 奇心の強 い少年 で,す べ てのことに対 して最 後
までね ば り,何 ごとについ て も細か く観察す るが,ど う しよ うもな くなるとあっさりとあきら
めて しまって くよくよ しない性格に描かれ てい る。Nickは 子供 であるために 自分 自身で闘 う
どい うよ りも,自 分 の眼で様 々な闘い を見 なが ら成長 してい くので ある。
Killeys(,927)では,2人 の殺 し屋 に狙 われてい る元 ボクサーの01eAndr.eson.に逃げ て
もらお うち ・蝿ckな 急 を告 げに行 くが・Andreso.nは逃 げて も無駄 であることを知 ってい る
ので・ アパー トの自室 のベ ッ ドに横 たわ り・壁 を見 つめた まま でい る・Ni・kbまはUめ て暴力
の世界 を知 り,Andresonの敗北 ≧虚無 の世界 を知 る。.Ni¢kは、Andresonに逃 げるように
騨 た り・警}气 筋 せるかζうか,And・es・n繝暢 彼は擘を見つめたままで動こうと
.もレない。自兮が殺 されるこ≧髫知∫りながら部屋にじ?と しズいるAndresonのことを考え
ゑと・.Nickはいたたまれなく奪つてζの町から出て行 こうと思 うので昂る。
Indian.Camp(1924)で体・Ni・kはlndianの妊婦の出産の現場 を見為こζになる・Ni・k
ば,麻酔 もせずに粗末な器具を用いて・彼の父綿が行 う帝王切開で・苦 しみをがらも元気な赤
ん菊 を産む女難の姿 を一方で・怪我をして上のべヅドで横になっているZndian一の妊婦の夫が,
妻ρ芦 レみに鮒えうれなくなって?弟叨 で咽喉を切 って自殺 している姿を見てしまつ。苦 レみ
ながら新 しい生命を産むために闘っている人間がいるのに,自 分でその生命を断ち切 ってしま
う人間がいるこ、とを,Nickは自分φ眼で見て,自分はどんなことがあっても自殺 をしないと
心に誓 うのである。Nickにとってはこの自殺 というものが,も っとも大きな関心事になった
のである。・,
TheBα擢 θ7(.1925)では,Nickは 無賃乗車 を見 つけ られて,走 っている列車 か ら外 へ放 り
出 され て しま う。Nickは はL"めて自分が暴力的な行為 をうけ るが,こ の作品は喜 劇的なス ト
ー リーの展開になっているので,Nickにとっては この痛 い一撃 もむ しろ貴重な体 験にな って,
二度 と同り ような目には合わ ない ように しようど思 う。 この一撃 を くらうときに列車 の制動手
は,"Conehere,kid,・工gotsomethingforyou."Thenwhamandhe:Ihitonhis.hands
and・k且ees:besidethetrack.②(厂こっちへ来L>よ,坊や,いv)ものをやるよ℃」するセ,ガーンと一・発
くって,彼 は線路脇に四つんばいになつてしまった。)と言い,だ まされたので,NickばHehad
fallenforit.Whatalousykidthingtothavedone.Theywouldneverauckhim
in°t?twayagairし③(あL>つがひうかけた布だ。なんときたなL>孑供だま'しの手を使 うんだろう。も
うご度とあん癒ふ うにだまされたりしない。)と思 うので ある。 この ような体験 を通 して,肉 体的に
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も精 神的に もNickは 成長 してい くことになる。
TheThree-DayBlow(1924)では,嵐 の 日にNickは,果 樹 園の上'の丘 の頂 上 に あ る,
Billの家 をたずねて暖炉の前で一緒に ウイスキー を飲 み,文 学 を語 り,Nickが味わ った少女
Marjorieとの別れのにがい体 験についての現在 の心境 を語 り,あ とでいいか げん酔 っ払 った
二人 は,Billの父親 を見 つけて狩 をす るために森へ連 れて行 って もらうので ある。 ここでは強
烈 な暴力の世界ではな くて,Nickの 内面的 な もが きが描か れ,ま た主人公の アル コールへの
ス ター トとともに異性 に対 す る恋 心が描 かれてい る。
Ten'lndians(1927)ではNickは 女の子(Prudence)にふ られた と思 って泣 きだ して しま う
が,横 になって,も の思いにふけ ってい るうちに彼 女の ことを忘 れて眠 って'しま う。Nickは
ちょっ としめっぽい ところをみせ る点はあ って も,あ っ さりあ きらめて しま うところは いか に
もNickら しい。
,BigTwo-HeartedRiverI,亜(1925)では,肉 体 的,精 神的に傷ついたNickが ようや く
回復 して,希 望 にふ くらんでい く姿が描かれ てい る。第一部で は釣 りを一 つ の手 段 と して,
Nickは精神的に立 ち直 ろ うとす る。 彼 は自分で重い荷物 を背負い,や っとの思いで 目的の川
のほ と りにた どりつ き,翌 日の釣 りにそなえて,テ ン トの中で眠 り十分に休養 をとる。 第二 部
では,Nicklま朝テン トの中 で眼 をさま し,疲 れ も完全 にとれて,心 身 ともにす っき りと し,
朝食 の準備 を しなが らも,釣 りの ことを考 えると,じ っと してい られない ような気 持に なる。
Nickは餌 にするバ ッタをと り,朝 食 もそこそこに して鱒釣 りをは じめる。Nickは あらゆる
注意 をはらい,計 算 していなが らも,テ グスの張 りが強 す ぎて切 られた りす るが,彼 はか な り
の大物 を釣 り上 げて,得 意顔 をす る。 これはTheOldManandthe.Sea(1952).の老人 に も
通 じる ものが あるが,老 人 の方 がやは りより巧妙 であ る。 こうしてNickは 一時的 にではあ る
が何 もか も忘 れて釣 りに興 じるので ある。
Nick少年 が主人公 として描 かれてい る短篇か ら,ざ っとNickの 行動 について書 いて きた
が,彼 は暴力 の世界 に出会 って も,恋 に破れ ても決 して 口で は弱音 をはかずに,鋭 い観 察力 を
持 ち.あ きらめるべ きところで はあっさ りと身 を引いて しまう少年 と して描 かれてい る。
初期 の他 の作晶 の主人 公 もこのNick少 年の ように闘 った り,傷 ついた り,あ きらめた り,
もが いた りし.てい る時期 であ る。YoungはNick物 語 につい て次の ように述べてい る。
B?owitisperfectlyclearwhatkindofboy,thenman.thisAdamsis.
Heiscertainlynotthesimpleprimitiveheisoftenmistakenfor.Heishonest,
virile,but-clearestofall‐verysensitive.Heisanoutdoormale,andhehasa
lotofnerve,butheisalsoverynervous.Itisimportanttoundestandthis
Nick,forsoon,underothernamesinotherbooks,heisgoingtobeknownhalf
theworldoverasthe"Hemingwayhere":everysingleoneofthesemenhas
had,orhashadtheexactequivalentof,Nick'schildhood,adolescence,andyoung
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manhood.④(ここに至 ると,このアダムズとい う人物はどうL>う少年,それからまたどうい う男である
かが完全にはっきりとする。彼はよく誤解されているような,単純で原始的な人物では決してない。彼は
正直で男らい)。しかし最 も明瞭なことは,彼は感受性に富んでL>るとい うことである。彼は屋外で活動
する男性的な人物で,勇気がある。しかしまた非常に神経質である。このこ点を理解することが大切であ
る。というのは,彼ほ間もなく他の本の申で他の名前で 「ヘミングウェイ的主人公」として世界の半分ぐ
らいに知 られるようになるか らである。これらの主人公たちは一人残 らず,ニ ックの少年時代,思 春期,
青春時代を過してきたか,あ る々)は同等の経験を積んできたのである。)
つ ま りNickAdamsは外 で活動 す る男性的 な人間 で,勇 気 があ るが,神 経 も細かい。そ し
て他の作品の主人公た ちは,す べてNickの よ うな少年時代 を送 ったと思われ る人物で ある,
とYoungは 指摘 してい るわけであ る。
最 初の長 篇小説TheSunAlsoRises(1926)のJakeBarnesは第一次世界大戦で負傷 し
て性的不能者にな って しまう。 女主人 公のBrettAshleyの方 は戦争で恋人 を失 い,一 度は結
婚す るが,離 婚 し,ま た別 の男 ど結婚 しよ うと してい る。 しか し彼 女はその男に も満足で きず
にJakeに 引か れてい く。 しか しJakeは性 的に不能 なので二人 は人生 に絶望 を感 じ,そ の絶
望 か ら抜け出そ うど,パ リか らスペインに旅 し,釣 りを楽 しみ,闘 牛 を見物す るが,そ れで も、
満 足で きず,二 人 はふたたびパ リに戻 るので ある。Jakeは 何 とか して希望の持て る人生 を歩
もうともが きなが ら,釣 りや闘牛 を楽 しみ,酒 を飲 んだ りするが,ど んな ことを して もその瞬
間 しか彼は幸 福 を感 じることがで きない。 何 をして も済 んで しま うと彼には空 しさ しか残 らな
い。,そして傷ついた者 同志 のJakeとBrettは愛 し合 うようにな るが,二 人は最 後には別 れ
て しまう。Jakeは 暴力的 な闘いはせずに,内 面的に もが いている姿ばか りが描 かれてい る。
丁加SunAlsoRisesは「初版 は5090部だ ったが,非 常 な反響 を呼んで,作 者 の名 を噌躍有名
に した。強 い共感 を抱 いた若 い世代 の申 には,す すんで この作品の世界 に没入 し,作 中人物 の
生活 をまね ようとした者 も多 かった。」⑤ とい うこどで あ る。
AFarewelltoArms(1929)では第一次世界大戦 に志願 して イタ リア戦線に 参加 し,傷 病
兵運搬 車の指揮 をとるアメ リカ人 の中尉 であるFredericHenryは,同室 のイ タ リア人 の軍
医Rinaldiを通 してイギ リス人看護 婦CatherineBarkleyと知 り合 う。 軍隊生活 でのたわ
む れの恋 のつ もりが,Henryが 前線で足 を負傷 し,ミ ラノの野戦 病院に送 られた彼 の もどに
Catherineが転属 されて きた時,真 実 の恋 とな った。 手術後の回復期 にHenryはCatherine
と酒場 や競馬場 で夏 を楽 しむ。彼女 は妊娠 す る。
秋 になって,Henryが 前線 に復帰 した時,戦 況は悪化 していた。 雨 の中 の攻防 の後ゴ イタ
リア軍 は総退却 を始 めた。徒歩で退却 を続け る途 中,彼 は憲兵 の訊 問 を逃 れて脱走,戦 場の義
務 を棄 て去 る。・軍 服 を脱 いだHenryは ス トレーザの町 でCatherineと再 会す る。 しか し逮
捕 され るおそれが あるた め,彼 はCatherineを連 れて夜 中にマ ジヨーレ湖 をボー トで渡 り,
スイスへ脱 出する。そ して幸福な冬 を過 ごしていた二人 は,Catherineの出産にそな えて病院
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の あ る町 へ 移 る・。 しか し赤 ん 坊 は 死 産 でC炙herineも 出 血 多 量 で 死 ぬ 。.・・1
ど の 作 品 で はH鈩rylま 戦 場 で の 闘 い と,;Catherineとの 愛 の 間 で 苦 しみ,'脱 走 した が,:
Henry・は 次 の よ う に 感Uる 。"〆
`Iwishwedidn?alwayshavetolivelikecriminals
;'Isaid.
`Darling
,don'tbethatway.Youhaven'tlivedlikeacriminalverylong.
Andwe'llneverlikecriminals.We'regoingtohaveafinetim?'
・`Ife611ikeacriminal.1'vedesertedfr?thearmy.'
`Darling
,pleasebesensible.lt'snotdesertingfromth鰾rni?lt'sonlythe
Italianarmy.'
Ilaughed,`You'reafinegirl.Let'sgetbackintobed.lfeelfine,inbed.'v
(「僕 た ち は,い つ も犯 罪 人 み たV)に暮 さな くて もす む とLaL>んだ が 。」 とぼ くは い った 。
「ね え・ 舷 颯 に 嘩 ら なL>で・ 融 た はそ ん な 帳 燗 ・犯 罪人 み たU>c・濘 して きた わ け で は 鮃
で し ま う。 そ れ に これ か ら も私 た ち;決 して 犯 罪人 み たV)に砥過 さ なL>わ。私 た ち楽 し く暮 し ま し よ う。」
「僕 は犯 罪 人 み たい な気 が す るよ 。軍 隊 か ら脱走 して しま っ ため だ か ら。]
rねえ,あ ま り気 に しなv>で。そ ん なの軍 隊 か ら脱 走Lた こ とに は な らなL>わ。 イ タ リアの 軍 隊 に す ぎな
L>んだか ら。」
ぼ くは笑 った 。「君 は大 した ひ とだ 。 さあ,ベ ッ ドに も どろ う。 ベ ヅ ドの 中 にいれ ば気 分 は い い ん だ6」)
こ の よ うbにど う し て も1Henryか ら は,'脱 走 者 と して の 犯 罪 者 の よ う な 気 持 が 抜 け な い の で
あ るbア メ・リカ 人 で あ るHenryが イ タ リア 軍 に 入 隊 し て い る の だ か ら そ れ ほ ど考 え 込 む 必 要
が な い の で ぼ,・と い うC穰herineの 言 葉 に,Henry4)心 は な ご む が,心 中 す づ き り した か ど
う か は わ か ら な い 。 上 の 会 話 の 後 で,
Alittlewhil駘aterCatherinesaid,`Youdon'tfeellikeacrimin?,doyou?'
`No
,'Ts瀛d.`NotwhenI'血withyou.'`You'resuchasillyboy,'shesaid.`But
I'lllookafteryou.Isn'tsplendid,darling,thatIdon'thaveariymorning-sickness?'
`lt'sgrand.'o
(それか らしば ら くす る と,キ ャサ リンは い った。 「犯 罪 人 み たい な気 持 は も うし ない で し ょ う。」
「うん 。」 ぼ ぐはい った 。 「君 とい っ しょにい る と しな い よ。」
「あ な た は ほん とに おぼ か さん よ」 と彼 女 はい っ た。、「で も私 が あな た の世 話 を して あげ ます 。 ね え,
私,朝 の 吐 き気 が しない な ん てす て き じゃな い 。」
「そ れ はL>L??v)"11・ ∵ ・ ド
この会話 か らする と}Henryは犯罪者 のような気持炉 な くなって しまらた とみ て よい と思
う。 精神的に苦 しんでい る時 に,Catherineのな ぐさめの言葉 を聞 き,彼 女の魅 力にひかれて
い るとはい宜,Henr?)気 持 の切 りか えの早 さはやは り彼 にNickAciamsの面影 が残 って
い る の が わ か る 。 『
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ことまで前期 の代表作の主人公の中か ら,NickAdams,JakeBarns,FredericI-ienrの
3人の生 き方 を追 って きてみ ると,Nickと い う少年 がい ろい ろな体験 を通 じて,自 分 の眼 で
見 て きた世界 で,成 人 したJakeやHenryが 現実 に生 きてい くとき,希 望 の持 て るよ うな世
界 は無 く,彼 らは何 とか現在 の生活か ら逃 れて,新 しい,別 の社会で幸 福 をつ か も ケ とす る
魁 安住 の地 を見つ けることが で きない。彼 らは もが いた り,逃 れた り,戦 った り しな が ら
も,精 神的に満足感 を抱 くこと、ができないばか りか,Henryの ようにやっとの思 いで手 に し
た幸 福 もご くわずかな期間 で,妻 の死 にあい,彼 は病院 をあとに雨の中 を歩 き,ホ テルへ引 き
返 さなければな らな くなって しま うので ある。
AFarewelltoAyms以後 の作品 の主人公 も,一 度 は目的 を達成 し,幸 福 な気持 を味わ う
が,幸 福は長 くは続 かず,彼 らは生命 を失 うか,手 に した ものを失 って しまうので ある。
谷 口陸男氏 はわざわざ 「獲得 と喪失」 とい う項 目をあげて次 のように述べてい る。
「「日は また昇 る」 のブ レッ ト。アシ ュレイは男か ら男へ と渡 り歩 く長 い 肉 体 的 遍 歴 の 後
に,つ いに闘牛士 ロメ ロとの真実 の恋 を獲得 するが,最 後にそれ を喪失 す る。 「武器 よさら
ば」の フレデ リックは恋人 キ ャサ リンとの愛情 を完成 す るために行動 し,よ うや く獲得す る
が,恋 人の死に よって,手 に入れた ものを喪失 す る。 そ して小説 の重要 な部分 は,彼 が 自分
の目的 をはたそ うとす る行動 とそれ を妨 げ る苛酷 な環境 との激突 を描 くことに ささげ られ て
い る。 「持つ と持たぬ と」 のハ リィ ・モーガンは彼 と彼 の家族 の生活 を保証す る金 を獲得 し
よ うとし,獲 得 した と思 った瞬間,自 分 の生命 を失 うことに よって,そ れ を喪失 す る。 「誰
か ために鐘は鳴 る」 の主 人公 は橋梁爆破 の 目的 のたあに活躍 し,そ の目的 を果 しえたが,自
分 の致命的な負傷に よって十 全の喜 び を楽 しむ ことがで きない。 ……… 「老人 と海」 の老人
は大魚 を獲i得す るが帰途鮫の群 に襲われて,そ れ を喪失 して ぴま う。」⑧ た しか に この通 り
で,且emingwayの作品で,こ の小論 に とり上 げていない作晶の中に も,「獲 得 と喪失」に あ
た るものが ある。ただ,上 の引用文 の最初 の部分,TheSunAlsoRisesのBrettAshleyに
関す る 「獲得 と喪失」は作 品の主題か らは少 しはずれてい るので この項 目に無 理 にあてはめた
感 じがす る。主人公 のJakeBarnesは得 ようと思 って も何 も得 られなか った ので ある。 しか
しHemingwayが登場人物 の生 き方 を描 くとき,「獲 得 と喪失」 は彼 のお きま りのパ ターン
で,「獲得」す るまでの主人公 た ちの闘 う姿 に読 む方 は引 きこまれるので ある。
(2)
Hemingwayの 中 期 の 作 品 と して は,長 篇 小 説ToHczveandHaveNot(1937)と,Foy
W丿知〃ztheBellTolls(1940),短篇 項丶説TheShortHappyLjfeofFrancis1瞼60〃z∂67(1936),
TheSnowso/Kilimanjaro(1936)など が 代 表 的 な 作 品 と し て あ げ ら れ る が,こ こ で はTo
HaveandHaveNotの 主 人 公HarryMorganとFoy77加 〃ztheBellTollsの主 人 公
RobertJordanを中 心 に 述 べ て み た い 。
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ToHaveandHaveNotはHemingwayの作品 の中で,も っとも荒々 しい暴力 と無 法の
世界 につ いて描か れた作品で あ り,ま た もっとも多 くの批判 を受 けた作品で ある。
HarryMorga11の持船 を借 り切 って釣 りを していた男が,船 賃 や釣 り道具の損料 を払わず
に逃 げて しま ったので,金 に困 ったMorganは12人の中 国人 を乗 せてキ ューバか ら彼 らを運
び出す仕事 を引 き受けた。 しか しMorganは 船で金 を受 け取 ると同時 に,こ の仕事 を もって
きた男 を殺 して海 に沈 め,12人の中国人 をキ ューバの海岸 へ追 い帰 して しま う。
次 にMorganは 黒人 と一緒 に 自分 の船で酒 の密輸 の仕事 を したが,キ ューバ人 に射 たれて
片腕 を失 い,船 は押収 されて しまった。 それでHarryは 酒場 の主人 の船 を貸 りて,多 額 の金
を出す とい うキ ューバ人 を,フ ロリダか ら連 れ出す仕事 を引 き受 けた。 しか し船 に乗 り込 んで
きたのは,銀 行強盗 をして きた革命 を夢み るキ ューバ人で あった。 彼等 はMorganの 仲 間の
AlbertTracyを殺 し,Morganに銃 を突 きつ けて船 を出 させた。Morgan.はす きをみてキ
ュー バ人 を皆殺 しに したが,自 分 も射 たれて負傷 す る。 メキシコ湾に漂 っていた船 が警 備船 に
引かれ てフロ リダに戻 った時,Harryは重 傷 を負 ってほ とんど意識不明 に近か った。Morgan
は病 院で息 をひきとる。
ToHaveandHaveNotを 書 くまでのHemingwayは 個人主義的な生 の充実 感 を追求
して いたのに,こ の作 品では じめて社会参加へ の姿勢 をみせた とい う肯定的な批評 と,失 敗 作
で あ るど決 めつけられる否定 的な批 評 とに分 かれた。無法 の世界 とか暴力 の世界 とい って も,
Hemingwayの作品 の中で この作品ほ ど無謀な暴力について描 かれた ものは後 に も先 に もこれ
だけであ る。 この作品論 を述べ る場合に は,構 成 の複雑 さ,意 識 の流 れ風 の独 白を用 いている
とか,WilliamFalknerの影響 を受 けてい るのではないかなど,Hemingwayの転機 を示 し
てい るのではないか とみ られる点が あるが,こ こでは主人 公の行動 についてのみ述べ る。 しか
しこの作 品は登場入物が多 く,複 雑 な構成 をとっているためか,HarryMorganは他 の作晶
にみ られ るような魅 力のある個性的 な人物 には描かれ てい ない。Morganは生 活 の た め に は
手段 を選 ばないで平気 で殺人 を犯 すよ うな人物 である。 戦争以外で主人 公が殺人 を犯 すのは,
Hemingwayの作品の中ではHarryMorga11だけで ある。 この小論では精 神的,肉 体 的な
闘いについて述べてい るが,初 期 の短篇 に出て くるNickAdamsに は この ような無法者 の よ
うな性格 のか けらもみ られない。強 いてあげれば,Nickが 出会 った 丁加Killersの殺 し屋や
丁加Battlersの中に出て くる男た ちの中にな らそのよ うな無法者 の性格 をみ ることがで きる
が,彼 らは作晶 の中で主人公 た ちではない。 ただ これまで の主人公 と共通 してい る点 をさがす
な ら,や は りねぼ り強 い点 であろ う。一人 で多数 の相手 に闘い,相 手 のす きをみ て撃 ち殺すが
自分 も撃 たれて しまう。 そ して死 ぬ前 に次 のよ うに言 う。
`Whodidit
,Harry?'themateasked.Harrylookedathim.
`Don'tfoolyourself,'hesaid.Thecaptainandthematebothbentoverhim.
Nowitwascoming.`Liketryingtopasscarsonthetopofhills.Onthatroad
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inCuba.Onanyroad.Anywhere.Justlikethat.Imean,how;thingsare.The
waythatthe?e鈩going.Fora,whileyessureallright.Maywithluck.A
rnan.'Hestopped.Thecaptainshookhisheedatthemateagain.HarryMorgan
look馘athimflatly.ThecaptainwetHarry's,lipsagain.Theymadeabloody
markonthe.to.wel.
`Aman.'HarryM?g瀟said,lookingatthemboth.`Onemcznalone.ain't_got.
Nomanal?en?.'.Hestopped.`Nomatterhow穩ncinaloneain'tgotn:obloody
ch:ance.'
Heshuthiseyes.Ith稘tak鈩himalongtimetogetitoutandithad
takenhim瀝lof、hislifetolearnlt.⑨(イタリックぼ筆者)
(「パリ丶イ,だれにやられたんだ。⊥セ航海士は聞いた。バリれま彼の方 をみた。
「ぼかなまねぼよせよ0」ハリィは言 った。船長と航海士は二人とも彼に身を乗 り出すようにもた。 さ
あ,言 うそ。・「山のてっぺんで自動車を追v>抜こうとしているようなものだ。キューバのあの道で。どの
道で も。どこででも。どんな事情であるかをL>ってるんだ。 よくあるやり方さげ しばらくは)う ん,大
丈夫 さ0運 でもよくなれば。 でも一人でほ。」ハリィは黙った。船長ば航海士に向ってまた首を振った。
ハリィ・モーガンは生気なく船長を見た。船長はハリィの唇をしめした。タオノセに血の跡がつ姶た。
厂一人では」・ハリィ・・モ宀ガンは両方の顔を見ながら言 った。 厂一人曜うちではだめだ。もう一人ぽっ
ちでは。」彼は黙った。「一人では翌んなにしてもこんなひどいときに勝ち目はなL>。」 一.、
彼は目をとじた。それを見つけ出すにな長い間かかったし,・,それ を悟 るには彼の全生命が必要だったの
浴・).一.・ ・ 一',・ ・、
HarryMorganは一人 で闘 うのでは どうして も勝 ち目は・な い とい うこ とを悟 る。 そ こ・に
耳emingwayは社会に参加 す る意識 に目ざめた とい う・見方が なされ るの で あ ろ うが,・そ れ が
必 らず し もHβmingwayの作晶 において成功 してい るとはいえない。Morgan.の無茶 な闘い
を通 して,、上 の反省 とも後::つ かない気持が描かれてい るが,自 分 の力 を最高 に信 じ,・自
分 の行 動に 自信 をもって生 きる人問 の姿 を描 くと き・・勝 っ て も負 け て も・,つま づ鯵 で も,
Hemingwayの作品 はHemingwayら しさを発揮 す る0で あ る。ToHaveandHave-Not
において も,Mo聾gap個人の動 き,、彼 の考 え方 のみ を追 うと,,やは りHemingway的な主人
公 であ るのに,作 晶全体 をみ るど様 々の問題が 出て くる。
Fo.r.Whorn-theBellTollsはわずか三,四 日の間の短 い期間 の出来 事であ る。スペ インの内乱
にあた り,民 主 々義 防衛 のた めに政府軍 を援助 しようとかけつけたアメ リ・カの一青 年 ,Rober
Jordanの物語 であ る。Jordanは道案 内の老人 と,政 府軍 の命令 によって敵 の援 軍の通過 を
さまたげ るために,政 府軍 の攻撃 開始の直後に敵 の背後にかか っ.て炉 る鉄橋 を爆破 しようと,
ダイナ マイ トの包み をがつぎ彡一闇 にま ぎれて敵 申 を突 破 して きたのであ る。 この山中 には政府
軍 に忠 誠 を誓 うたゲ リラ隊が何組か住んでい た。そ の中のPabl?ﾆ い う指導者 に,JOrdanは
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会 う。Pablo以下7名 のゲ リラ隊の中には19才のMariaとい う美人 もいた。JordanはBablo
達の力 を借 りなが ら鉄橋爆破の準 備にかか る一 方,Mariaと 短 い 間 の激 しい恋 に陥 い る。
Jorda血は心 か らMariaと 結婚 したい と思い,こ の戦 いに勝 たなけれ ば共和国 も何 もか もす
べてが終 りにな って しまうのでど うして も鉄橋爆破 を成功 させたい と願 う。 鉄橋爆破に成功 し
たJordanは,Pabloたちと打 ち合わせていた所で落 ち合 い,馬 に乗 って逃 げようとす るが,
彼 の馬が敵弾 を くらい,馬 の下敷 きに なって左脚 をひ ど く挫いて しま う。 追 手 が 追 っ て きた
が,Mariaは その場 に残 つてJordanの手 当て をしよ うと言 うが,彼 はそれ を受け入れずに
Mariaを他の者 た ちと一緒 に行 かせ て しま う。
この ようにあ らす じを書 くと,短 期間 の単純 なものになって しま うが,FoYWhomtheBell
TollsはHemingwayの作品 の中で は最 も長 く,JordanとMariaが愛 し合 うよ うにな る
まで の流れや,ゲ リラがJordanに協 力 して くれ るまでの話,他 のゲ リラとの連絡,・そのゲ リ
ラが敵の騎兵隊に襲撃 され る時の状態,Mariaの過去の告 白などが細か く描か れてい るので あ
る。ForWhomtheBellTollsは定説通 り思想的 にはToHaveandHaveNotの発展 した
もので あると考えて よい とは思 うが,Jordanの生 き方 はHarryMorganのそれとはまるで
ちが う。,ζのRobertJordanρ生 き方 についてYoungは 次 のよ うにい ってい る。・
Jordanhaslearnedalot,sincethe_olddays,abouthowtoliveandfunction
withhiswounds,andhebehaveswell.Hedies,buthehasdonehisjob,and
themannerofhisdyingconvinced.manyreadersofwhathisthinkinghadfailed
todo:thatlifeisworthlivingandthattherearecausesworthdyingfor.●
ヨーダンは以前か ら,いかに生き,いかに傷つきなが らも役目を果すか,とい うことにつL>て多くを学ん
できた。そして彼は立派に振る舞 うのである。彼は死んでしまうが,自 分の仕事を立派}ζやってのけた。
人生は生 きる価値があるもので,そ こには命を賭けるに足る目的があるとい う彼の考えは,考えるに止る
だけでは読者を納得させ得なかったが,彼 は死を以てつV)に納得させたのであった。)
人生 は生 きる価 馗が あ り,そ こには生命 をかけて まで もす る目的が あ る,とい うこのYoung
の言 はた しか にその通 りで あろうが,あ まりに もJordanが理想的 な人間 の行動 をしてい るよ
うに描かれ てい る感 じが ないで もない。
中期 の作晶,ToHaveandHaveNotとFOYWhomtheBellTollsでは,主 人公 は集団
の申 で闘 っている姿が描かれてい るの を指 し,Hemingwayは社会的 な主題 に手 を出 して失敗
したのだとい う批判 を受けてい る。 これは作 品についLて論及 するとき,と くにToHaveand
DaveNotにつ いていわれ てい る。 しか しここでは主人公HarryMorganとRobertJordan
につ いてのみ述べ ることにす る。 先 に も書い たようにMorganは 生活 のため,自 分 だけのた
めにやみ くもに人殺 しをした とい う感 じが強 いのに,Jordanの方 はほ っきり'とした 目的 と理
由 をもってゴ結果 的には生命 を落 とす ことに なるが,自 分 に与 え られた義務 を遂行 す るために
は,Pabloが鉄橋爆破命令 の誤 っている点 に気 づいたぼか りで な く,Jordanも気が ついてい
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る の だ が,引 き返 す こ と が で き ず,ま た 行 動 す る価 値 を認 め る と,彼 は 最 後 ま で 迷 わ ず に 行 動
す る の で あ る。
JordanはTheSunAlsoRisesのJakeBarnsの よ う に 現 実 か ら逃 れ よ う ど は せ ず,ま
たAFarewelltoAymsのFredericHellryの よ う に 途 中 ま で は 戦 争 に 参 加 し な が ら 脱 走 す
る よ う な こ と も な く,ToHaveandHaveNotのHarryMorganの よ う に 向 こ う 見 ず な 闘 い
を す る こ と な く,自 分 な り の 確 信 を も っ て,勝 つ か 負 け る か わ か ら な い 闘 い に も,彼 は 勝 利 に
向 っ て 全 力 を つ くす の で あ る 。 そ の 結 果J●rdanは 自 分 の 生 命 を落 と す こ と に な っ て し ま う。
彼 は 死 ぬ 問 際 に 自分 の 行 動 に 満 足 し て次 の よ う に 思 う。
Helookeddownthehillslopeagainandhethought.Ihatetoleaveit,is
all.IhatetoleaveitverymuchandIhopeIhavedonesomegoodinit.Ihav?
triedtowithwhattalentIhad.Have,Youmean.Allright,have.
IhavefoughtforwhatIbelievedinforayearnow.Ifwewinherewe
willwineverywhere.Theworldisafineplaceandworththefightingforand
Ihateverymuchtoleaveit.Andyouhad稷otofluck,hetoldhirriseif ,to
havehadsuchagoodlife.You'vehadjustasgoodalifeasgrandfather's
thoughnotaslong.You'vehadasgoodalifeasanyonebecauseoftheselast
days.Youdonotwanttocomplainwhenyouhavebeensolucky.Iwishthere
wassomewaytopassonwhatI'velearned,though.Christ,Iwaslearning
fastthereattheend."
(彼は また 山 の斜 面 を見 お ろ して 考 え た 。俺 は この 世 を去 るの がL>やな の だ。 そ の こと だけ だ 。俺 は本
当 に この世 を去 りた くなL>。そ して俺 は この 世 で何 か 良U>ことを な しとげ た こ とを望 む 。俺 は 自分 の持 っ
てい たす べ て の才 能 でた め してみ たの だ 。持 っ てv>る,と して だ 。 そ うだ持 つて い るの だ 。俺 は こ れで,
一 年 間 自分 の 信 ず る もの の た め に戦 って きた 。 も し我 々 が こ こで勝 て れ ば,U>た る とこ ろ で 勝 て る だ ろ
う。 こ の世 界 は す ば ら しい と ころ で あ り,闘 うに値 い す る と こ ろで あ る。だ か らこの世 を去 るの は とて も
L>やだ 。そ して お前 は大 変 な 幸運 者 だ,と 自分 に言 って きかせ る。 こん な にい い 生 涯 を お くるこ と に な っ
た の だか ら。 お 祖父 さん の 一生 ほ ど長 くは なV)けど,そ れ に も負 け ない ぐ らい 立 派 な一 生 を送 った こ とに
な る。 この 最 後 の数 日の た め に,誰 に も負 け ない ぐ らい 立 派 な 一生 を送 った こ とに な るの だ 。 そん なに 幸
運 だ っ たの だ か らお前 は 不 平 を言 うつ も りは なL>だろ う。 それ に して も何 とか して 自分 の 学 んだ こ と を伝
え たい 。畜 生,俺 は死 際 に な って 急 に そ こで 学 ん だ の だ 。)
RobertJordanは死 ぬ 閻 際 に な っ て,自 分 の 信 じ る こ と の た め に 闘 ら た こ の 世 界 は,闘 う に
値 す る と こ ろ で あ り,自 分 の 知 り得 た こ と を 何 と か 後 世 に 伝 え た い と 思 う。 し か し そ の 時 に
は す で にJordanの 生 命 は 焼 え つ き よ う と し て い る の で あ る。HarryMorganとRobert
Jordanの二 人 は 闘 っ て 生 命 を 落 と す こ と に な っ て し ま う。 谷 口 陸 男 氏 は,JordanRobertに
つ い て 次 の よ う に い っ て い る。 、'
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「彼 は冷静 沈着果 断であ り,指 揮能力 に富み,命 令 には絶射忠実 であ って,'恋愛 のために
自分の持場 を放棄 す るごとき行為 は断 じて行 なわ ない。 また 自分 もその一部 を受 け持 ってい
る攻撃作 戦の全体 が失敗 す るとわか っていて も,中 止命令がない限 り,い かな る犠牲 を払 っ
て も,そ れ をや りとげる6フ レデ リジク ・ヘ ン リーの場合には分裂 矛盾 していノと勇敢 な る行
為 者 とす ぐれた戦士 とが,こ こで はぴ た りと一致 していて,い わば ジョーダ ンはほ とん ど問
然 するところなき勇者だ。」⑫ 一 ・、 ・ …1
このように谷 口氏 は,途 中で脱走 したAFarewelltoArmsのFredericHenryのように迷
いの気持 を持 たず に,Henryの成長 した姿 としてRobertJordanをみ てい,る。Hemingway
の描 く主人公は初 期の作品か らず っ と一貫 レた,一 人 の人間 の成長 した姿 と してみ られ るか ら
であ るQ
(3)
丁勿OldManandtheSea(1952)の主人公,老 人Santiagoはメキ シコ湾に小舟 をうか
べて漁 を してい る漁師でr一 匹 も釣れ ない 日が84日も続 いていた。40日目にな ると,こ の老人
と一緒 に小舟 に乗 っていた少年 は,両 親 のいいつけで別 のボー トに移 って しまった。老人 に漁
のすべ てを教 えて もらっていた この少年 は,老 人が いつ も空 の小舟で帰 って くるのを見 るのが
とて もつ らか った。 少年 は老人 のためにえさを集 めた り,食 事の世話 を したり して老人 をな ぐ
さめ るので あった。・F'べ'㍉
85日目の朝,老 人 はたった一人 で小舟 をどん どん沖 へ出 した。 そ して自分の舟 より も2フ ィ
ー トも長い大魚 をひ っかけた。 そ して2昼 夜 にわた って こゐ大魚 と闘 う。 だんだん疲 れて きた
老人 は,少 年 がいて くれた ら良いのにと,何 度 も口に出 して言 う。 老人 は やっとの ことで大魚
を小 舟に しば りつけ る。 しか し帰 る途中で何 画 もサ メの襲撃 にあっ七,老 人は残 った力 をふ り・
しぼ ってサ メど闘 うが,サ メの数 は非常 に多 く,大 魚 は食 い荒 され て しま う。 そ してハバ ナの
港 に帰5た ときには,せ っか くものに した大魚 は臼い骨 だけになって しま うので ある。小屋 ℃
は疲 れ切 った老人 が眠 ってい るそのそばでは少年が すわって老人の顔 を じっど見守 り)老 人 は
ライ オンの夢 を見 ていた。
前 期,中 期の主人公 た ちの闘い方 とちが って,・この老人の闘いぶ りは,釣 った大魚 に愛情 を
抱 きなが ら,自 分は漁師だか ら,友 であ る魚 を殺 さなければならないのだ と言 う。 これは先 の
ForWhomtheBellTollsのRobertJordanにもい えることであ って,Jordanは殺 す相
手 が魚で はな くて,入 間であ り,鉄 橋で あ るが,彼 は戦争 なのだか ら人 間 を殺 しても,鉄 橋 を
爆破 して も仕方 がない と考 え る。 自分 の進むべ きだと決 めた,あ るいは決 められた道 に対 して
は,あ まり迷 わずに進 んでい くのがHemingwayの 描 き出す主人公 た ちの生 き方で ある。老
人 の84日間 とい う もの あきらめずに出漁す るねば りはこ れまでの主人 公の老成 した姿 であ る。
老人 は生 れなが らの漁師であ り,魚 がす ぐに浮かび上 ってこない とわか ると,が っか りす るど
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ころか,ど っちかが死 ぬ まで付 き合 ってや ると思 い,人 間の偉大 さをみせつけてやるど彼 は張
り切 るのであ る。
　` Iwillkillhimthough,'hesaid.`lnallhisgreatnessandhisglory.'
,Althoughit. sunjust,hethought.ButIwillshowhimwhatamancan
、'doandwhatamanendures.
`ItoldtheboyIwasastrangeoldman
,'hesaid.`NowiswhenImustprove
it.'
Thethousandtimesthathehadproveditagain.Eachtimewasanewtime
andheneverthoughtaboutthepastwhenhewasdoingit.'s
(「でも俺はあいつを殺してやる。」と彼はいった。 「どんなに立派なやつだって,どんなにすばらLti>
やつだってな。」
それは正しいことではないが,と彼は思った。しかし俺は人間がどんなことをやれるか,人 間が何を耐
',えるの・かをあいつにみせつけてやる。
「俺は一風変った年寄りなんだ,と あの子に言ったことがあった。」と老人はいった。厂今こそそれを証
明しなけれぼならなv>時だ。」
彼ヵ§それを証明してきたのは数 しれなL>。機会はそのたびごとに新 い)。彼がしてきた過去のことなど
考えもしなかった。)
老人 は このよ うに人間が どれだけの力 を もってい るか を魚 に見 せつけてやろ うと思 い,心 構
え としては過去 の誇 りある体験 などは捨 てて,新 しい気持 で 目の前 の 出来 事 に あ た ろ う とす
る0老 人 は年 をと,っ、ても ねばりを もって人 間 の力の限界 まで闘 うつ もりでい る。 老人 の手指が
ひ 蓉つ り自由が きかな くなると,鮪 の切9身 を食鱒 て少 しで も力 をつけなが ら彼 は長期戦 に備
え るが,手 のひ きつ りが直 りかけ ると,こ んどは意識 の方 がだんだんあや しくなって くるので
あ る。 このよ うな苦 しみの末 に大 魚 を手 に入れ ることがで きたのに,次 か ら次 えと現 われ るサ
メの襲撃 で,老 人 には しとめた大魚 を守 り切れ る希望 がないに もかかわ らず,被 害 を最小限 に
くいとめ る努力 をするが,サ メに魚の肉 をすっか り食 い とられ ると,老 人 ははliめて諦 めの境
地 に達 す る。Hemingwayは,何か を成 しとげた結果 より も,成 しとげ ようとしている過程 を
重視 し,老 人 が大魚 を しとめて その巨体 を小舟の横腹 に くくりつけた ところで,老 人 の行動 を
評価 してい ると思 秒れる。'
老人 は 日常 は海 に出て,魚 を追い,陸 上 で はコー ヒー を好 み,野 球の話 をす るのを楽 しみ と
し,少 年 を友 として生活 してい る。老 人 の頭 には もうすでに迷 い も,不 安 もな く,彼 はただ漁
に出るのだけが天職 だと信 じて海 へ出てい くのであ る。 そ してTheOldManand∫ 加Sea
以前 の主人公 た ちは,ほ とんどが過去 をふ りか えるような ことはなか ったのに,老 人 は しば し
ば過去 の自分 の姿,妻 の こと,ラ イ オン狩 りを した こと,趣 味の ことなど を想 い出 しては昔 を
なつか しむ。}
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ここまでず らと主人 公 の生 き方,闘 いにっいて述べ て きたが,Hemingw?の 作品 にほ必 ら
ず主人公 を愛する 女性が登場す る。 谷 口氏 は 「へzン グウ ェイの小説の女主人公が す磯て美女
ぞ ろいであるこ・とは,・作品 を読 んだ者 な らす ぐわか ることで いま昌さら書 ぐぼ どめこ と も薮 ζ粛
らい だ。 そ してそれが彼 め小説 の魅力 の一つに なってい るこど も疑 う余地が ない6」⑭ ど指摘 も
てい るが,こ れらの美 しい女性た ちと,主 人公 は恋 をす る。TenIndians`zNickはIP痴de血
にふ られ たと思い涙す る,・とい うこと低すで に上 に書 いたが,H駑in.gwayは,主天公 と女性
との恋が,い ずれ も短い期問で幸福は崩 れる といち.パタ宀rンで描 い てい るTh餞unAlso
RisesのJak6FBarnesはBrettAshleyと結 ぼれぬ ままに別 れるOB"reitは妄 れほお愛情 を
感 じぬままに男 に肉体 を投 げ出す女性 であ る。狼 女 は結婚 に失敗 し〆再 婚者 を見 ・うけ た あに
JakeBarllesに好意 を もち,窃 げ くのあてには若 いハンサムな闘年士 と本 当の恋 に入 ってい
く・が;・闘牛士・を破滅 させ二ることを恐 れて身 をひ`鮎 傷 ついた'J稾eBarnesとBrettAshle?
ほ情 は通 じていた ものの結局は離 れてい く0と の作品 では二人 はどうして 毛結 ぼ れ ず に別れ
なければならない苦 しみが描かれてい る。・AFdyewellto、.ArmsのF箆dericHenryど
C穰herineBarkleyの恋 は,彼 の負傷 や,前 線出兵,脱 走 などのい くつか の危機 をめ り越 え
てつ いに幸福 を手に入れ るが,出 産 め失敗 によつて彼 女の生 命は奪 わ れ て しま'う。ToHave
andHaveNotの場合 はIHarryM6rganと妻Mariaと の恋 は,作 品の中で大 きな位置 をし
めて いないので,こ の点 で もHemirigwayらしくない作晶だ どいえ る。For.`WhomtheB駘l
ToZls}のRobertJord穗とMariaは,F鉄橋爆破 の準備中 という異 常 な空気 の中で熱烈 な恋
愛 に発展 してい ぐ。、Mariaはもとは市長 の娘であ ったが,フ ァシス トに両親 を殺害 され,彼
女 は暴行 を受 けたあげ くに頭 髪 を刈.りどられて しま.った。 この二人 の恋 も ∫ordanが重傷 を負
って,,幸福 を夢 みていたM穩iaに 別 れ をつ げるOT舵OldM穗瀟d'加Seaに な ると,女 丶
性 と しでは老人 ゐ妻 が,彼 の想 い出の中に しか出 てこないので,'実際 の女性 とゐ恋 ぽ描 かれ℃
いな いが,そ の代 りの ように少年 が登場 してい る。老 人が少 しでも困 った り,'身体 ゐ調子が悪
くなづた りす ると,彼 の頭 に うかぶのは少年 のこ どで ある。 大魚 との長時 間の格 闘で手 の指が
ひ きつって自由が きかな くな って くると次の ような言葉 がでて くるので ある。`Iwish了had
the:boy,'theoldmans稱daloud….'(P・45),Thenhesaid稷oud,卩`Iwish.1、hadthe
boy.Tohelpmeandtoseethis.'(p・4ﾟ),`Iwishth饕oywashere,'hesaid瀝oud
….(p・50>Aloudhesaid,`IwishIhadtheboy.'Butyouhaven'tgot,theboy,he
th・ug比Y・uhave.onlyy・urselfandy・uhadb・tterwo・kba・k.t・th・lastlin・
nowinthedarkornotinthedark,andcutitawayand.hook,up,the:tworeserve
coils.(P.52大声で彼1ま叫んだ0「あの子がりいていてくれたらなあ」しカ～し,'今はお前には少年はついて
L>ない,と 彼は思った。お前にはお前しかLaなL>,だから暗くても暗くなくても,今は最後の綱をひく仕事
にもどった方脚 … その綱砌 って獸 の織 留めてつな曜 方が贈 ・)・,lfth・boyw・・ehe・e
hecouldrubitformeandloosenitdownfrom.the'forearm,hethought..Butitwill
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loosenup.(p・62,もしあの子がここにいてくれたら,手をこすってひじから手首までもんでくれるのに
と・彼は思 った。でもその うちにほぐれるだろう。),また上記 の引用 文⑬ の申に も入 ってい る,`Itold
th3,わoyIwasastrangeoldman,'hesaid.`NowiswhenImustproveiL'この よ
うに老人 は少年に対 す る,と い うよ りも,恋 人に対す るような言葉 を次 か ら次へ と出すので あ
る。少年 の方 も老人 のために釣 りに使 うえ さをとって きてや った り,食 事 の世話 を してやった
り,親 の反対 で老人 と一緒の舟に乗れ な くなったが,い つで も老人 の側 にいてや ってい る気持
濁こな り,老 人 の方 も少年 の存在 をいつ も意識 してい る。
この少年 を老人 の恋人 とみ るのには異論 もあるか ど思 うが,こ こでは一連 の流れか らみ て恋
人 として扱 うと,初 期 の作品か ら後に なるにつれて主 人公 の年令は次 第 に高 くな っ てい くの
に,恋 人 または妻 の方 はToHaveandHaveNotのMarie(40才ぐら ・々)まで は年 令が高 く
な ってい くが,ForWhom'加BellTotlのMariaは10代と思 われ るし,TheOldManand
theSeaの少年 と若 くな って くる。 以上,主 人公 と恋 の相手 との結 びつ きもすべ て幸福 は長 く
続 かない,と い う点で はHemingwayの描 き方 は一致 してい る。
Hemingwayは主人公 と恋人 に関 してはほ とんど同 じ描 き方 をしてい るし,主 人 公 の闘 い
に関 して もNickAdamsか ら老人Santiagoまで,亠 人 の人 間の少年時代か ら成人,老 人 に
な るまでの成長過程 を描 いているよ うに読 め る。作品 はそれぞれ別個 の作晶 として完成 してい
'るが
,Helningwayは自分 の体験 を通 して しか書かない作家 で あるか ら,作 品 の舞台 は世界 中
をまたにかけていて も,描 いてい る世界 は非常に狭 い もので あ り,物 語 の構成 は彼 の文体同様
簡単 明瞭な ものであ る。 また それ らの主人公は抽象 的な ものには興味 を示 さず,現 実め世界 の
中で何 とかせい.__.杯生 きるた めに もが きなが ら,何 か を成 しとげ ることを目的 としている人物
であ り,TheSunAlsoRisesのJakeBarnes以外 は一度 は 目的 を達成 す る。 そ して彼 らは
闘いに敗 れて も,恋 にやぶ れて もLめ じめ した ところ をみせない。 彼 らは外面的に は非常 に強
くて,し か も細 かい神経 の持 ち主で,一 人 の力ではど うす ることもで きな い の を知 りなが ら
も,信 念 をもって立 ち向かい,生 き抜 き,そ の結果 にはあ まりこだわ らずにむ しろ満足 さえす
る人 問であ る。
この小論 では,Hemingwayの 話題 にな った作 晶 ばか りとり上 げたが,そ の他 の作品 につ
いては また別 の機会 に書 いてみ たい。
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